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野迫川村長

吉 井 善 嗣

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

村
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

幸
多
き
新
春
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
と
お

慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
村
政
の

推
進
に
対
し
、
多
大
な
ご
支
援
・
ご
協

力
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
き
ま
し
て

は
、
５
月
８
日
か
ら
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
「
５
類
」
に
移
行
と
な
り
、
行
動
制

限
が
求
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
原
材
料
価
格
の
高
騰

に
伴
う
世
界
的
な
物
価
上
昇
等
が
継
続

し
て
い
る
状
態
で
す
。
そ
の
た
め
、
コ

ロ
ナ
禍
で
物
価
高
騰
の
影
響
を
受
け
た

村
民
の
方
々
を
対
象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
応
地
方
創
生
臨
時
交
付
金

を
活
用
し
た
各
種
支
援
策
を
実
施
し
ま

し
た
。
村
民
全
て
の
方
に
地
域
振
興
券

を
配
布
す
る
と
と
も
に
、
住
民
税
非
課

税
世
帯
に
対
し
現
金
を
支
給
す
る
な
ど

の
消
費
の
下
支
え
に
対
す
る
支
援
等
を

実
施
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

快
適
・
安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
村

づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め
、
ア
フ
タ
ー

コ
ロ
ナ
と
し
て
の
施
策
を
推
進
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
奥
高
野
の
自

然
に
恵
ま
れ
た
本
村
へ
再
び
多
く
の
方

に
お
越
し
い
た
だ
け
る
よ
う
、
来
訪
者

に
喜
ん
で
い
た
だ
け
る
施
策
を
引
き
続

き
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

防
災
に
お
い
て
、
村
民
の
安
心
安
全

を
守
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
昨
年

視
察
を
行
っ
た
高
知
県
大
川
村
と
防

災
連
携
協
定
の
締
結
を
検
討
し
て
い
ま

す
。
い
ま
ま
で
は
大
川
村
が
離
島
を
除

い
て
日
本
で
一
番
人
口
が
少
な
い
村
で

し
た
が
、
過
疎
化
及
び
高
齢
化
の
進
展

に
よ
り
、
当
村
が
大
川
村
を
抜
い
て
最

も
人
口
が
少
な
い
村
に
な
り
ま
し
た
。

大
川
村
は
当
村
と
同
じ
よ
う
な
課
題
を

抱
え
て
お
り
、
小
さ
な
村
同
士
、
様
々

な
分
野
で
連
携
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

消
防
に
お
い
て
は
、
野
迫
川
分
署
と

消
防
訓
練
を
共
同
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
火
災
等
の
有
事
に
備
え
た
体
制
を

構
築
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

医
療
福
祉
に
お
い
て
は
、「
南
奈
良
総

合
医
療
セ
ン
タ
ー
」
の
運
営
に
引
き
続

き
参
画
し
、
予
防
接
種
業
務
や
母
子
保

健
事
業
、
成
人
保
健
事
業
な
ど
の
保
健

事
業
も
継
続
し
て
実
施
し
て
ま
い
り
ま

す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ま
で
村
を
支
え
て
い
た

だ
い
た
、
高
齢
者
の
皆
様
に
寄
り
添
い
、

支
え
て
い
け
る
よ
う
、
よ
り
充
実
し
た

「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に

も
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

買
い
物
に
行
く
手
段
が
な
い
村
民
の

方
々
を
対
象
に
、
毎
週
火
曜
に
お
買
い

物
バ
ス
を
運
行
し
て
お
り
、
生
活
に
お

け
る
利
便
性
の
向
上
を
図
っ
て
い
ま
す
。

　

地
域
振
興
に
お
い
て
は
、「
平
維
盛

の
大
祭
」
を
継
続
開
催
す
る
と
と
も
に
、

既
存
の
施
設
等
を
活
用
し
た
観
光
施
設

づ
く
り
、
雲
海
や
星
空
、
豊
か
な
緑
等

の
自
然
を
活
か
し
た
名
所
づ
く
り
の
取

組
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
ま
た
、
移

住
者
の
受
け
入
れ
と
空
き
家
の
利
活
用

を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

産
業
に
お
い
て
は
、
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
活
用
し
、
地
場
産
業
の
振
興
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。
ま
た
、
本
村

の
特
産
品
で
あ
る
あ
ま
ご
、
し
い
た
け
、

わ
さ
び
、
そ
う
め
ん
、
凍
り
豆
腐
、
高

野
槇
等
に
つ
い
て
は
、
付
加
価
値
を
高

め
た
魅
力
あ
る
商
品
の
開
発
を
目
指
し
、

消
費
拡
大
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

村
の
財
産
で
あ
る
森
林
の
整
備
、
森

林
資
源
の
活
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
て
、
森
林
を

守
り
、
育
て
る
取
組
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
機
械
化
林
業
に
つ
い
て
は
先
進

事
例
等
を
参
考
に
、
導
入
に
向
け
た
検

討
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
に
お
い
て
は
、
生
活
に
必

要
不
可
欠
な
道
路
整
備
を
継
続
し
て
進

め
る
と
と
も
に
、
舗
装
補
修
工
事
、
災

害
防
除
工
事
、
橋
梁
の
長
寿
命
化
を
図

る
た
め
適
切
な
維
持
管
理
を
行
っ
て
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
県
道
高
野
天
川
線
の
道
路
拡

幅
に
つ
い
て
、
県
が
整
備
を
進
め
て
お

り
、
村
民
の
皆
様
に
と
っ
て
交
通
ア
ク

セ
ス
の
利
便
性
と
安
全
性
が
さ
ら
に
向

上
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

野
迫
川
村
の
未
来
の
た
め
に
、
前
を

向
い
て
全
力
で
走
り
続
け
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。今
後
も
、快
適
・

安
全
・
安
心
に
暮
ら
せ
る
村
づ
く
り
に

取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、
村
民
を
は

じ
め
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

結
び
に
、
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て

は
、
本
年
が
健
康
で
幸
多
く
輝
か
し
い

年
に
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
祈
り
申

し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま

す
。

令
和
六
年　

元
日

令和６年１月 （2）



野迫川村議会議長

西 田 邦 夫

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

謹
ん
で
村
民
の
皆
様
に
新
春
を
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日
頃
よ

り
村
議
会
に
お
寄
せ
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
ご
支
援
と
ご
協
力
に
対
し
、
心
か

ら
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
５
月
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
は
、
感
染
症
法
上
の
位

置
づ
け
が
、
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
と
同
じ
「
第
５
類
」
に
移
行
し
ま

し
た
。

　

法
律
に
基
づ
い
た
外
出
自
粛
の
要
請

な
ど
も
な
く
な
り
、
私
た
ち
の
生
活
も

元
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

本
村
に
お
き
ま
し
て
も
、
平
維
盛
の

大
祭
や
敬
老
福
祉
ま
つ
り
な
ど
、
令
和

二
年
よ
り
開
催
を
自
粛
し
て
い
た
イ
ベ

ン
ト
を
三
年
ぶ
り
に
開
催
す
る
こ
と
が

で
き
、
多
数
の
方
々
に
足
を
運
ん
で
い

た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
議
会
で
も
、
観
光
客
の
方

が
来
村
し
や
す
い
よ
う
野
迫
川
村
内
の

主
要
道
路
で
あ
る
、
県
道
高
野
天
川
線
、

県
道
高
野
辻
堂
線
の
視
察
及
び
要
望
活

動
を
行
い
ま
し
た
。
県
道
高
野
天
川
線

は
、
村
民
の
生
活
道
路
と
し
て
だ
け
で

な
く
、
災
害
な
ど
有
事
の
際
に
必
要
に

な
る
大
切
な
道
路
で
す
。
し
か
し
ま
だ

道
路
の
幅
員
が
狭
く
、
カ
ー
ブ
が
連
続

す
る
箇
所
や
災
害
後
の
補
修
が
終
わ
っ

て
い
な
い
箇
所
な
ど
が
あ
り
、
交
通
事

故
や
二
次
災
害
の
危
険
が
あ
り
ま
す
。

　

県
道
高
野
辻
堂
線
は
、
カ
ー
ブ
ミ

ラ
ー
の
転
倒
や
道
路
の
損
傷
な
ど
が
多

く
、
タ
イ
ヤ
の
パ
ン
ク
や
交
通
事
故
の

危
険
性
が
あ
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
観
光
客
増
加
の
影
響
で
交
通

量
も
増
え
て
い
る
た
め
早
期
整
備
の
必

要
が
あ
る
と
感
じ
、
当
該
道
路
を
視
察

し
、
奈
良
県
五
條
土
木
事
務
所
に
対
し

早
期
補
修
及
び
道
路
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
要
望
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
村
民
の
皆
様
や
観
光
客

の
方
々
が
安
心
し
て
通
行
で
き
る
道
路

に
し
て
い
く
た
め
、
村
内
視
察
を
積
極

的
に
行
い
、
県
や
国
に
対
し
要
望
活
動

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
面
に
目
を
う
つ
し
ま
す
と
、
現

在
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や

ウ
ク
ラ
イ
ナ
情
勢
の
悪
化
及
び
イ
ス
ラ

エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
情
勢
の
悪
化
の
影

響
で
物
価
の
上
昇
が
続
い
て
い
ま
す
。

原
油
、
天
然
ガ
ス
、
小
麦
等
の
価
格
上

昇
は
と
ど
ま
る
こ
と
を
知
ら
ず
、
村
民

の
皆
様
の
生
活
に
大
き
な
ダ
メ
ー
ジ
を

与
え
て
い
ま
す
。
国
は
ガ
ソ
リ
ン
等
の

燃
油
価
格
抑
制
の
た
め
石
油
元
売
り
会

社
に
補
助
金
を
出
し
て
お
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
ガ
ソ
リ
ン
等
の
価
格
は
高
止

ま
り
の
状
態
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
本

村
で
は
、
物
価
高
騰
の
対
策
と
し
て
、

地
域
振
興
券
の
配
付
及
び
低
所
得
者
世

帯
に
対
し
て
現
金
給
付
な
ど
の
施
策
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

議
会
活
動
と
い
た
し
ま
し
て
、
昨
年

は
、
他
府
県
の
取
組
や
施
策
を
学
ぶ
た

め
、
岡
山
県
西
粟
倉
村
と
高
知
県
大
川

村
へ
視
察
研
修
に
向
か
い
ま
し
た
。
西

粟
倉
村
で
は
、
小
水
力
発
電
施
設
及
び

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料
製
造
施
設
の
見

学
、
大
川
村
で
は
、
人
口
減
少
対
策
及

び
機
械
化
林
業
等
の
視
察
を
行
い
ま
し

た
。
両
村
と
も
先
進
的
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
お
り
、
本
村
の
課
題
で
あ
る
雇

用
創
出
対
策
や
人
口
減
少
対
策
に
向
き

合
う
た
め
の
有
意
義
な
視
察
と
な
り
ま

し
た
。

　

今
後
も
村
の
発
展
の
た
め
積
極
的
に

視
察
を
行
い
、
行
政
と
議
会
の
両
輪
で

産
業
振
興
・
雇
用
対
策
・
人
口
減
少
対

策
な
ど
の
取
組
、
国
や
県
、
他
市
町
村

の
施
策
を
取
り
入
れ
、
地
域
振
興
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
辰
年
で
す
。
辰
は
十
二
支
の

５
番
目
の
干
支
で
す
。
十
二
支
中
唯
一

架
空
の
動
物
で
あ
り
、
一
般
的
に
は
竜

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
竜
が
付
く
言
葉

に
は
「
登
竜
門
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り

ま
す
。
黄
河
上
流
の
急
流
の
渓
谷
、
竜

門
を
登
り
切
っ
た
魚
が
竜
に
変
わ
っ
た

と
い
う
伝
説
か
ら
、
成
功
へ
の
一
歩
と

な
る
難
関
と
い
う
意
味
が
あ
り
ま
す
。

今
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
や
物
価
の
高
騰
な
ど
の
困
難
を
乗
り

越
え
て
躍
進
す
る
年
と
な
る
よ
う
、
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

今
後
も
村
民
の
皆
様
の
生
活
の
向
上

や
、
こ
の
村
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
と
思

え
る
村
づ
く
り
の
た
め
に
、
様
々
な
村

政
の
課
題
解
決
に
向
け
て
邁
進
し
て
い

く
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
我
々
村
議
会
議
員
一
同
、
役

割
と
責
任
の
重
さ
を
自
覚
し
、
村
政
運

営
の
一
翼
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

　

本
年
も
皆
様
の
更
な
る
ご
支
援
、
ご

協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
こ
の
一
年
が
、
皆
様
方
に

と
っ
て
幸
あ
る
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を

お
祈
り
申
し
上
げ
、
年
頭
の
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

令
和
六
年　

元
日

（3） 令和６年１月



議会の動き
令和５年１２月

第５回定例議会

　令和５年１２月第５回定例議会が５日に召集され、１２日に報告１件、議案９件が次のとおり議決され
ました。

報告第１２号　　専決処分の承認を求めることについて
議案第５３号　　一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について
議案第５４号　　�特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例等の一部を改正する条例について
議案第５５号　　野迫川村国民健康保険税条例の一部を改正する条例について
議案第５６号　　令和５年度　野迫川村国民健康保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第３号）
議案第５７号　　令和５年度　野迫川村介護保険事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）
議案第５８号　　令和５年度　野迫川村代替バス事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）
議案第５９号　　令和５年度　野迫川村温泉会計事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）
議案第６０号　　令和５年度　野迫川村一般会計歳入歳出補正予算（第５号）
（追加）議案第６１号　令和５年度　野迫川村簡易水道事業特別会計歳入歳出補正予算（第２号）

令和５年１２月定例議会　一般質問
【一般質問　鈴木議員】
１．地域おこしの推進について
　地域おこし協力隊は、２００９年に総務省によって創設された制度であ
ります。野迫川村でも創設当初よりこの制度を活用して取組を進めてきて
いると思いますが、３年間の任期を最後まで務めずに途中でやめていった
人が多いように感じています。
　９月に視察に訪れた高知県大川村では、今から９年前の２０１４年から
取組をはじめ、これまでに２６名の隊員を受け入れ、現在１２名が現役と
して活動しているそうです。また退任した方の中で４名が村内に定住して
いるとのことでした。募集方法にも工夫されており、ミーティングや意見
交換会等も実施して隊員サポートも行われているとのことでした。
　そこでお尋ねしたいと思います。野迫川村では、何年度から地域おこし
協力隊の制度に取り組み、これまでに何名の隊員を受け入れてきたのでしょうか。そして、そのうち何名
が任務を完了し、何名の定住につながっているのでしょうか。
　また、定着率が低いのであれば、どのような問題点があると検証されていて、今後どのように進めてい
こうとお考えでしょうか。村長のお考えをお聞きします。

【吉井村長答弁】
　本村では、平成２９年４月１日より地域おこし協力隊制度を導入しています。
　これまで、１２名の協力隊を受け入れており、現在５名の隊員が活動中です。
　地域おこし協力隊制度を満了し、村内の事業所にて就労している者が１名いますが、協力隊を卒業して
からは村外から通勤されています。
　６名の隊員は、違う夢を目指すこととなったり、個人的な事情で村外へ引っ越したりと、任期を全うせ
ずに途中でやめることとなりました。
　本村としましても、隊員に対しては、定期的な面談の実施や研修制度などを活用し隊員をサポートして
おります。
　地域おこし協力隊の制度は「３年の任期」という条件下での募集となるので、３年間だけその地域で働
いて、それが終わると次の地域に移り住む、という事例も多数あり、全国的にもなかなか定着に結び付か
ない事例が多いと聞いております。
　採用までに十分に採用希望者とコミュニケーションを取り、実際に定住してからのミスマッチをいかに
防いでいくかが重要となると考えています。
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消防署にて救急車の視察

小中学校の授業風景保育所の様子

野迫川村議会村内施設の視察野迫川村議会村内施設の視察
　１２月５日（火）、奈良県広域消防野迫川分署及び野迫川小中学校、野迫川村へき地保育所の視察を
行いました。
　野迫川分署では、救急車や分署の内部及び広域消防の連絡網など
について説明を受けました。議員の「１１９番に連絡するか悩んだ
際はどうすればいいのか？」という質問に対し、「♯７１１９番に連
絡してほしいです。」という回答をいただきました。
　野迫川小中学校では、学校の施設内や授業風景を視察しました。
授業では、先生が生徒の一人一人に説明し、村の特色を生かした授
業を行っておりました。
　野迫川村へき地保育所でも、施設
内や子どもたちの様子などを視察し
ました。施設内では、空調設備など
を見ながら子どもたちが健康に過ご
せているかなどを確認しました。
　これからも野迫川村議会では、村
内の視察など議会活動を積極的に
行っていきたいと考えております。

新年あけましておめでとうございます。
本年も社会福祉協議会をよろしくお願いいたします。

　社会福祉協議会においては、住民の方々の生活を支援するサービスを本年も引き続き実施いたしま

す。主要なところでは訪問介護、福祉有償運送、配食サービス等の提供を行っており、その他、民生委員、

日本赤十字社、赤い羽根共同募金等の事務局運営や、福祉に関連する業務を行っております。

　また、本村には地域と行政機関とをつなぐ役割の民生委員さんがおられますので、

　　・子育てが大変でつらい等、子育てに関するご相談

　　・家族が仕事に就けないと悩んでいる等、家族に関するご相談

　　・障害があって閉じこもりがちなので何か活動できることはないか等、障害のある方のご相談

　　・地域のことに関するご相談　など

　何かお困りごとがございましたら、お気軽にご相談していたただければと思います。

　本村の民生委員さんは下記の名簿のとおりです。

　何かご不明な点がございましたら、下記までお問い合わせくださいますようお願いいたします。

野迫川村民生委員名簿

　　　　　　　　民生委員　　津　守　良　直　　　民生委員　　　西　田　勝　子

　　　　　　　　民生委員　　辻　本　宣　久　　　主任児童委員　大　岡　桂　子

【お問い合わせ先】　社会福祉協議会　ＴＥＬ：０７４７－３７－２９４１
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（杉谷均氏受賞時の様子）

自治体消防７５周年記念　第２６回奈良県消防大会自治体消防７５周年記念　第２６回奈良県消防大会
　１１月１９日（日）、五條上野公園総合体育館
において、第２６回奈良県消防大会が開催され、
消防団員として３５年以上勤続された野迫川村消
防団長　杉谷均氏（檜股）が、消防協会会長表彰
を受賞され、奈良県消防協会会長から代表授与を
受けました。野迫川村消防団から知事表彰として
１３名、消防協会会長表彰として６名の方が受賞
されました。受賞された皆様、おめでとうござい
ます。

【受賞者一覧（敬称略）】
〇知事表彰
　（５０年以上勤続：３名）
　　・玉谷　兼臣　・地造　昭男　・別所　誠司
　（４５年以上勤続：７名）
　　・小倉　金治　・増谷　良栄　・増本　忠司　・萬谷　均　
　　・中本　章　　・中田　本正　・津田　良一
　（４０年以上勤続：３名）
　　・中迫　喜昭　・尾﨑　伸二　・中谷　陽蔵
〇消防協会会長表彰
　（３５年以上勤続：６名）
　　・杉谷　均　　・西本　利広　・菊谷　栄次
　　・中迫　勉　　・西田　邦夫　・地造　泰正

令和６年　野迫川村消防団出初式について令和６年　野迫川村消防団出初式について
　１２月１３日（水）に野迫川村消防団分団長・副分団長会議を開催し、以下の通り決定しました。

　〇日　時　　令和６年１月１９日（金）
　　　　　　　集合　午前１０時００分
　　　　　　　開式　午前１０時３０分
　〇場　所　　野迫川村山村振興センター
　〇隊編成について
　　総隊長� 田見副団長
　　第１中隊（被表彰者）� 西本副団長
　　第２中隊（第１分団・第２分団）� 太田分団長
　　第３中隊（第３分団・第４分団・本部分団）� 辻本分団長
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野迫川分署と役場消防隊で消防訓練を行いました！野迫川分署と役場消防隊で消防訓練を行いました！
　１１月２８日（火）、今井地区にて「秋の火災予防運動」の一環として、高福寺で火災が起こっ

たと仮定し、仏像の搬出にかかる動線確認及び放水訓練を行いました。

　訓練当日は今井地区の東辻区長をはじめ、地区の方々に見学いただきながらの訓練となり

ました。訓練後は分署から地区の方々に対して消火器の使用方法のレクチャーが行われるな

ど、有意義な訓練となりました。

年末特別警戒隊出発式年末特別警戒隊出発式
　１２月１日（金）五條警察署西側駐車場にて、特別警戒隊出発式に参加しました。警察関

係者とともに、金融機関等に特殊詐欺防止及び交通安全の啓発活動を行いました。
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国土交通省近畿地方整備局紀伊山系砂防事務所による防災学習国土交通省近畿地方整備局紀伊山系砂防事務所による防災学習

婦人会県外研修婦人会県外研修

　１１月２１日（火）、小中学校において、紀伊山系砂防

事務所による防災学習を行いました。

　校内で、土砂災害の仕組みについて模型を使った説明

を受けたあと、北股地区の災害現場に向かい、テック・

フォース（緊急災害対策派遣隊）の制服に着替え、ドロー

ンから撮影した映像をモニターから確認する被災調査や

測量等を行いました。

　最後に、児童生徒が報告書を提出し被災調査体験を終

えました。

　実際の現場での体験を通じて災害の危険性や砂防の必

要性を学ぶことができ、より一層防災の意識が高まりま

した。

　１１月２３日（木）、２４日（金）の２日間、婦人会県外研修で宝塚、神戸方面へ行きました。

１日目は、宝塚すみれ♪ミュージアム、手塚治虫記念館を見

学し、日本三古湯でもある有馬温泉で宿泊しました。２日目は、

有馬温泉と六甲山頂を結ぶロープウェイに乗車し、大きなガ

ラス面から紅葉した六甲山の山並みの景色を楽しみました。

　参加会員が９名と少ない中での研修となりましたが、天候

にも恵まれ、それぞれの観光

地での見学を楽しみながら会

員の親睦を深めることができ

ました。
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【案内板】

【庁舎北側】

村内の森林を視察するコッハー名誉校長（中央）

奈良県フォレスターアカデミーの名誉校長が来村されました奈良県フォレスターアカデミーの名誉校長が来村されました
　１１月２８日（火）、奈良県フォレスターアカデ
ミーのアラン・コッハー名誉校長（元スイス・リー
ス林業教育センター校長）が来村され、村の観光
資源や人口減対策について村長と懇談されたほか、
村有林や地域の共有林などを視察されました。現
場では、産業課に配置されている県フォレスター
に対し、施業によって生じる林内変化を継続的に
観察することの重要性などを指摘し、「野迫川村に
は多様な広葉樹をはぐくむ豊かな森林がある。現場での観察を第一に、この森林をどのよう
な姿にしていきたいか、１０年後を見据えた目標を定め、村独自の森づくりを忍耐強く進め
ていってほしい」と話していました。

ＥＶ充電設備の設置についてＥＶ充電設備の設置について
　クリーンエネルギー自動車の普及促進に向けた充電・充てんイ
ンフラ等導入促進補助金（経済産業省）を活用し、以下のとおり
ＥＶ充電設備を設置しました。

○場　　　　所　　役場庁舎北側
○種類及び台数　　普通充電器／２台
○利 用 開 始 日　　令和５年１２月７日（木）
　※�利用者に対する充電料金は、契約されているプラン等に準じ
ます。

　※�設置における工事費及び月額費用について、役場の負担はあ
りません。

　※ホテルのせ川にも設置しています。
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水道メーター取付工事のお知らせ水道メーター取付工事のお知らせ

空き家のことで困っていることはありませんか？空き家のことで困っていることはありませんか？

　水道水を使用している水道メーターの設置されていない箇所（家、蛇口等）におきまして、下記のとお
り断水して水道メーターの設置作業をさせていただきます。ご不在の場合でも作業をさせていただくこと
がありますので、ご了承くださいますようお願いいたします。作業終了後は宅地内の蛇口等で排水させて
いただきます。ただしご不在の場合は恐れ入りますが蛇口でバケツ１杯分程度の水を排水していただきま
すようお願いいたします。
何かとご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力のほどをよろしくお願いします。

記
１．工事場所　今井地区・柞原地区・大股地区・平地区・弓手原地区
２．作業期間　令和６年１月９日から令和６年２月２９日
　　　　　　　（天候等により前後する場合があります）
３．作業時間　午前９時００分～午後５時頃まで
　　　　　　　（原則、日曜日・祝日は作業しません）
４．工事内容　�水道水を使用している場所（家、蛇口等）の止水栓付近に水道メーターを取り付けます。（取

付のため付近を最小限で掘削し、掘削箇所は原状復旧します。）
【お問い合わせ先】　建設課　ＴＥＬ：０７４７－３７－２１０１

　みなさんがお住まいの地区に眠っている空き家はありませんか？
　村では、空き家の適切な管理を進め、村民の生活環境の保全ならびに村への移住・
定住促進の資源として利活用につなげることを目標としております。
・空き家を貸したい
・空き家の管理が難しい
・�一人暮らしのため、施設などに入ると空き家になってしまうがどうすれば…
　など、空き家のことでお困りの場合や、空き家に関する情報をお持ちの方がいらっしゃいましたら、役
場までご相談ください。
また、下記のとおり空き家に関する相談会を開催しますので、ぜひご参加ください。

空き家セミナー＆相談会開催のお知らせ
　村内に空き家を所有されている方、空き家を活用したいと考えられている方、その他空き家に関
することでしたら何でもご相談をお受けします。

（日時）　令和６年３月２日（土）
（場所）　野迫川村山村振興センター
（開催内容）　空き家の活用等に関するセミナー　１３：００～１４：１５
　　　　　　　　　　　　　　　　個別相談会　１４：１５～１６：１５
※個別相談会は予約制としております。下記連絡先までお気軽にお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　総務課　ＴＥＬ：０７４７－３７－２１０１
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　給与支払報告書は、従業員の皆様が令和６年６月以降に行政手続きを行ったり、個

人住民税額や保険税・料額を決定するために欠かせないものです。

　また、償却資産申告書は個人または法人で事業を営んでいる方で、その事業のため

に用いることができる資産（※）を所有している場合はご提出いただく必要があります。

それぞれ、お早めに役場住民課までご提出ください。よろしくお願いいたします。

※�令和６年１月１日時点での資産状況を申告してください。

【お問い合わせ先】　住民課　ＴＥＬ：０７４７－３７－２１０１

令和５年分確定申告の申告期間についてお知らせします。

令和 ６ 年 ２ 月 １６ 日（金）から令和 ６ 年 ２ 月 １６ 日（金）から
令和 ６ 年 ３ 月 １５ 日（金）まで令和 ６ 年 ３ 月 １５ 日（金）まで�

　個人事業主（自営業）の方や、勤務先で年末調整をしていない方、複数の勤務先から
給与を得ている方、医療費控除・寄附金控除等の適用を受ける場合には確定申告が必
要となります。申告に関連する給与・年金等についての源泉徴収票や社会保険料の支
払証明書、生命保険料の控除証明書、医療費・寄附金等の領収書等は申告するまで紛
失しないようにご注意ください。
　また、申告書への個人番号（マイナンバー）の記入が必要です。
　お手元の個人番号カードや通知カード等により、ご自身の個人番号を確認してくだ
さい。

【お問い合わせ先】　住民課��　　�ＴＥＬ：０７４７－３７－２１０１
　　　　　　　　　吉野税務署　ＴＥＬ：０７４６－３２－３３８５

令和５年分の令和５年分の  
給与支払報告書給与支払報告書とと償却資産申告書償却資産申告書はは

令和６年１月３１日（水）令和６年１月３１日（水）までにまでに
役場までご提出ください。役場までご提出ください。

事業者の皆様へ事業者の皆様へ

村民の皆様へ村民の皆様へ
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診療所からのお知らせ診療所からのお知らせ
令和６年２月　診察予定表

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
１日 ２日

担当医師 明石陽介医師 藤井一樹医師
受付
時間

午前 8:30 ～ 11:30 8:30 ～ 11:30
午後 休診（出張診療） 13:00 ～ 16:30

送迎
地区

午前 村内全域 平～弓手原
午後

５日 ６日 ７日 ８日 ９日
担当医師 中山進医師 薮田悠医師

休　診

川野貴弘医師 藤井一樹医師
受付
時間

午前 8:30 ～ 11:30 8:30 ～ 11:30 8:30 ～ 11:30 8:30 ～ 11:30
午後 13:00 ～ 16:30 13:00 ～ 16:30 13:00 ～ 16:30 13:00 ～ 16:30

送迎
地区

午前 立里・上垣内・北股 今井～上 村内全域 平～弓手原
午後 池津川

１２日 １３日 １４日 １５日 １６日
担当医師 振替休日

休　診 休　診

小畠康宣医師 藤井一樹医師
受付
時間

午前

休　診

　8:30 ～ 11:30 8:30 ～ 11:30
午後 13:00 ～ 16:30 13:00 ～ 16:30

送迎
地区

午前 村内全域 平～弓手原
午後

１９日 ２０日 ２１日 ２２日 ２３日
担当医師 中山進医師 薮田悠医師

休　診

松本昌美医師 天皇誕生日
受付
時間

午前 8:30 ～ 11:30 8:30 ～ 11:30 　8:30 ～ 11:30

休　診
午後 13:00 ～ 16:30 休診（出張診療） 13:00 ～ 16:30

送迎
地区

午前 立里・上垣内・北股 今井～上 村内全域
午後

２６日 ２７日 ２８日 ２９日
担当医師 中山進医師 薮田悠医師

休　診 休　診
受付
時間

午前 8:30 ～ 11:30 8:30 ～ 11:30
午後 13:00 ～ 16:30 13:00 ～ 16:30

送迎
地区

午前 立里・上垣内・北股 今井～上
午後 池津川

※受付時間厳守でお願い致します。

木曜日は南奈良総合医療センターの専門医による診察です。

　第１週目　明石陽介医師（総合診療科・部長）　　

　第２週目　川野貴弘医師（糖尿病内科・副院長）

　第３週目　小畠康宣医師（整形外科・副院長）　　

　第４週目　松本昌美医師（消化器・一般内科・院長）　

　第５週目　休診

　【お問い合わせ先】　国民健康保険診療所　ＴＥＬ：０７４７–３７–２２０２
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診療所からのお知らせ診療所からのお知らせ

１月の「お買い物バス」運行情報！１月の「お買い物バス」運行情報！

令和６年２月　歯科診療予定表

日/曜日 ２日（金） ７日（水） １５日（木）

担当医師 正田晨夫歯科医師

受付時間 ９：３０～１１：３０

※受付時間厳守でお願いいたします。

・事前に電話等で予約をとって来院してください。

・受付時間は、上記のとおり午前のみとなっております。

・歯科の受診に来られる際は、村営バスをご利用ください。

　帰りは、診療所から送ります。

ご不明な点がありましたら診療所までご連絡下さい。

【お問い合わせ先】国民健康保険診療所　ＴＥＬ：０７４７–３７–２２０２

　いつもご利用いただきまことにありがとうございます！

　好評いただいておりますお買い物バスですが、１月の運行予定が変更となります。

　１月は以下の通りの運行スケジュールとなります。

・野川コース ・弓手原コース

１月　９日(火)

１月２３日(火)

１月１６日(火)

１月３０日(火)

・ご利用の前日までにお電話にてご予約ください。

　（受付時間８：３０～１７：００）　※平日のみの受付。

【お問い合わせ先】　産業課　ＴＥＬ：０７４７－３７－２１０１

～　注　意　事　項　～
・運行ルート以外の場所には、寄ることが出来ませんので予めご了承ください。
・野迫川村民の方のみご利用いただけます。
・ご自身でバスの乗り降り、お買い物が出来る方に限ります。
・お買い物の介助、支援は出来かねますので、予めご了承ください。
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すこやか教室の開催すこやか教室の開催
今年も年間を通じてすこやか教室が開催されました。

野迫川村公民館・野迫川村山村振興センター・ホテルのせ川で、
運動教室とフレイル予防教室の全９回となりました。

【運動】 

　自分が望むように生きるために、からだを動かす筋肉を維持することはとても大切です。し

かし、加齢とともに減ってしまうものでもあります。運動指導士の先生に自宅でも毎日行える

貯筋運動などを教えていただき、時には雑談で時間を忘れて盛りあがりながら楽しい教室とな

りました。

【フレイル予防】

　歯科医師、管理栄養士、歯科衛生士の先生方を講師と

して、フレイル（年齢とともに活動が低下したり、気分

がふさいだり、社会とのかかわりが少なくなるなど介護

が必要な状態になりかけている状態）を防ぐためにしっ

かり噛むことの大切さやたんぱく質を気軽に摂取できる

メニュー、嚥下体操などを学びました。
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令和５年度野迫川小中学校学習発表会を開催します！令和５年度野迫川小中学校学習発表会を開催します！
　今年度の「野迫川小中学校学習発表会」は、久しぶりに保・小中の保護者以外の村民のみなさ

まが参加できる形で開催します。開催日時や場所は下記のとおりです。

　　　　　日　時　１月２６日（金）　１３：１５～１５：３０（予定）

　　　　　場　所　野迫川小中学校体育館

　子どもたちも教師もＰＴＡ有志の皆さんも、やる気満々で練習を重ねてきました。その成果を

出して精一杯の発表をしますので、村民のみなさまのご来場をお待ちしています。

【お問い合わせ先】　野迫川小中学校　ＴＥＬ：０７４７－３７－２２０６

※写真は昨年度の様子です
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～野迫川村郷土料理～　「トウフの粉の煮物」～野迫川村郷土料理～　「トウフの粉の煮物」

自衛官募集自衛官募集

　豆腐の粉は、乾燥した高野豆腐を箱に詰める時や、形を整えるためにカンナで削った時に出た
粉である。栄養価に富み何とでもよく合うのでよく家庭で使われている。

材料（５人分）
　　凍豆腐（高野豆腐）の粉　１合
　　白菜　　　中１個
　　ジャガイモ　３個
　　大根　　　２分の１
　　人参　　　２分の１
　　しょうゆ　少々
　　だし汁　　１カップ
　　みりん　　少々
　

作り方
１．野菜は短冊切りにする
２．�材料を油で炒めて、出し汁をたっぷり入れて、沸騰したら凍豆腐（高野豆腐）の粉を入れ、
味付けをする

３．焦げ付かないように煮詰める

【自衛官候補生（中途採用も含む）の募集】
１　応募資格
　　１８歳以上３３歳未満
　　※採用予定月の末日現在
２　受付締切
　　令和６年１月１６日（火）まで
３　試　験
　　筆記試験
　　　�令和６年１月１５日～１９日のいずれ

か１日（WEB試験）
　　口述試験、適性試験、身体検査
　　　令和６年１月２０日（土）

【陸上自衛隊高等工科学校生徒】
１　応募資格
　　男子で中卒（見込含）１７歳未満の者
２　受付締切
　　令和６年１月５日（金）まで
３　試　験
　　１次試験：筆記試験
　　　令和６年１月１３日（土）
　　２次試験：口述試験（個別面接）、身体検査
　　　�令和６年１月２５日～２８日のうち指

定された１日

【お問い合わせ先】　自衛隊奈良地方協力本部五條地域事務所　
　　　　　　　　　ＴＥＬ：０７４７–２２–３７８９
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停電情報アプリをご活用ください停電情報アプリをご活用ください
～停電の発生時間、復旧見通しをお知らせします～

　登録地域を設定すると、その地域で停電が発生した場合にプッシュ通知で情報が届きます。
　自宅や離れて暮らす大切な方がお住まいの地域の停電情報を知ることができます。
　停電情報アプリは下記からダウンロードできます。

【停電時・関西電力送配電　お問い合わせ先】　ＴＥＬ：０８００–７７７–３０８１（通話料無料）

警察への通報には、

　○事件・事故など、緊急時にご利用いただく　「１１０番」
　○悩み事などをお聞きする相談ダイヤル  　　 「♯９１１０」
　があります。

　本当に助けを求めている方の妨げにならないように、

２つの１１０番を使い分け、正しいご利用をお願いします。

また、警察では

　○ 音声による１１０番通報が困難な方でも文

字や画像で警察に通報ができる

　　 「１１０番アプリ」
　○ １１０番通報の際にスマートフォンで事件

事故などの状況を画像や映像で警察本部に

送信できる 

　　「１１０番映像通報システム」
も運用されております。

　※詳しい利用方法などは、奈良県警察ホームページをご覧下さい。

【お問合せ先】五條警察署　ＴＥＬ：０７４７－２３－０１１０

１月１０日は『１１０番の日』１月１０日は『１１０番の日』
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X（旧 twitter）

facebook

instagram

くらしの情報
▼お買い物バス運行中
　●�五條イオンへ毎週火曜日（第１、３火曜日は野川コース／
第２、４火曜日は弓手原コース）にお買い物バスを運行し
ています

　●前日までに要予約（先着８名）
　●料金：無料
　【お問い合わせ先】産業課　TEL：０７４７–３７–２１０１

▼配食サービス実施中
　●�６５歳以上の希望者へ毎月第２・４木曜日にお弁当を配達
しています

　●料金：１食３００円
　【お問い合わせ先】
　　社会福祉協議会　TEL：０７４７–３７–２９４１

▼福祉有償運送サービス運行中
　●�病院・施設への送迎の他、買い物や散髪等の日常生活に関
する目的のために利用できます

　●�要支援・要介護認定者など、利用対象者に制限があります
　　（詳しくは社協まで）
　●料金：�初乗２㎞まで３００円、その後１㎞ごとに２０円ず

つ加算
　【お問い合わせ先】
　　社会福祉協議会　TEL：０７４７–３７–２９４１

村税・保険料納期限村税・保険料納期限
税目・保険料　 納期限日

介護保険料（第８期） １月２５日（木）

村県民税（第４期） １月３１日（水）

後期高齢者医療保険料（第７期） １月３１日（水）

　上記、納期限までに役場窓口や、郵便局・銀行等で納付をお願いし
ます。また、口座振替の引落しもこの日に行いますので、口座預金の
準備をお願いします。

【お問い合わせ先】　住民課　ＴＥＬ：０７４７－３７－２１０１

村の
最新情報はこちらから♪村の
最新情報はこちらから♪
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人口／１１月３０日現在　■世帯数　２０８戸　■人口　３３４人　■男　１６５人　■女　１６９人

１月～３月限定！！１月～３月限定！！
村内でお弁当・お惣菜の移動販売をしています♪村内でお弁当・お惣菜の移動販売をしています♪

１月の催し ●　７日（日）二十歳のつどい　●１９日（金）野迫川村消防団出初式　●２６日（金）野迫川小中学校学習発表会

　レストラン鶴姫を運営している地域おこし協力隊の小川さんが、お惣菜・お弁当を販売しています。

●きんぴらごぼう、切り干し大根、大豆と昆布煮、卵焼き　など　…各１００円
●�肉じゃが、唐揚げ、メンチカツ、筑前煮、ほうれん草の白和え　など　…各２００円
●天ぷら盛り合わせ　…５００円
●日替わり弁当（要予約）…５００円～　●ペットボトル飲料…各１００円～

（販売内容は日によって変わる場合があります）

さまざまなお惣菜をご用意して、皆様のお越しをお待ちしております！
【１月の配達日】

池津川・野川コース
（池津川、今井、柞原、中、上） １月１６日（火）・１７日（水）・３０日（火）・３１日（水）

北股～弓手原コース
（北股、平、大股、北今西、檜股、弓手原） １月　９日（火）・１０日（水）・２３日（火）・２４日（水）

上垣内（上垣内） １月　９日（火）・１０日（水）・１１日（木）・１６日（火）・
　　１７日（水）・１８日（木）・３０日（火）・３１日（水）

【配達時間・場所】
　・下記の時間は前後する場合があります。
池津川・野川コース（１月１６日、１７日、３０日、３１日） 北股～弓手原コース（１月９日、１０日、２３日、２４日）

時　間 地区 場　所 時　間 地区 場　所
１３：００～１３：１５ 池津川 旧池津川小学校前 １３：００～１３：１５ 弓手原 村営バス車庫前
１３：３５～１３：５５ 上 上バス停 １３：３０～１３：４５ 檜股 旧檜股小学校前
１４：００～１４：１５ 上 上生活改善センター前 １４：００～１４：１５ 北今西 ぶなの森（中谷さん宅横）
１４：２０～１４：３５ 中 公民館 １４：２０～１４：３５ 大股 大股生活改善センター横
１４：４０～１４：５５ 中 福田さん宅横 １４：４０～１４：５５ 平 維盛の里前
１４：５０～１５：０５ 柞原 柞原生活改善センター前 １５：２０～１５：３５ 北股 北股生活改善センター
１５：１５～１５：３０ 今井 今井橋バス停 １５：４０～１６：００ 北股 旧北股小学校

【上垣内地区での販売について】
　移動販売ではなく、下記の場所・時間に販売します。
（販売場所）旧中学校給食室
（販売期間）１月９日（火）～３月２８日（木）のうち、毎週火、水、木曜日
（販売時間）毎週火、水曜日　１７：００～１８：００
　　　　　　　　毎週木曜日　１２：００～１４：００、１６：００～１８：００
【お問い合わせ・ご予約先】　地域おこし協力隊（小川）ＴＥＬ：０９０－３３５２－８８６７
　　　　　　　　　　　　　　★電話受付時間　１１：００～１２：００（火、水、木のみ）
　　　　　　　　　　　　　　　時間外は運転中により対応できない場合があります。
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